
資料№２ 

第六次塩尻市総合計画 第１期中期戦略施策体系について 

 

１ 概要 

長期戦略に掲げる、都市像や未来のありたい姿等の実現に向けて、令和６年度から

令和８年度の中期的目標や取り組みを示す中期戦略について検討し、施策体系をまと

めました。 

委員各位には、施策やその具体化を図る取り組みの方向性についてご意見を伺うも

のです。 

 

(1)  長期戦略に掲げた９つの戦略分野における「未来のありたい姿」に対して、こ

れを実現するための仮説（ロジックモデル）を、関係団体等とのワークショップ

を行いながら作成しました。 

(2)  ロジックモデルにおける、取り組みの実施によって１～２年で起こる変化、初

期に実現していたい状態を「施策」として、中期戦略施策体系案をまとめました。 

(3)  施策体系をもとに、今後具体的な事務事業等を検討する実施計画編成作業に着

手するとともに、戦略や施策を効果的・効率的に推進するために市組織の再編も

合わせて検討を進めます。 

 

 

２ 経過 

令和５年２月１７日 庁内策定チームにてロジックモデル研修を実施 

４月６日  庁議にて第１期中期戦略策定方針を協議、決定 

４月１０日 庁内策定チーム会議等でロジックモデルたたき台を作成 

４月２７日、同２８日ほか５月８日、同９日、６月１日 

関係団体等と個別分野別ワークショップ 

５月２３日～６月５日 庁内でロジックモデル等を確認・修正 

７月６日  庁議にて中期戦略施策体系案及び実施計画編成方針を協議 

以降庁内で実施計画編成作業を開始 

 

３ 会議後のスケジュール 

令和５年８月～１１月 実施計画（具体化する取り組みなど）編成作業 

     ９月    市議会９月定例会にて中期戦略施策体系を説明 

     ９～１０月 庁内にて中期戦略の成果指標等を検討 

    １１月   議員全員協議会にて中期戦略素案及び組織再編案を説明 

１２月   市議会１２月定例会にて長期戦略・中期戦略を説明 

１２月２６日 第７回総合計画審議会にて中期戦略素案を協議 



 



中期戦略とは
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■計画の内容

長期戦略で定めた未来のありたい姿等へ至
るための中期的目標や、目標に至るための課
題そして想定する取り組み（対策仮説）を示
します。
計画を推進しながら社会経済情勢の変化に

敏感に対応し、取り組みは柔軟に選択します

■計画の期間・性格

中期戦略は３年間を期間とし、第１期中期戦
略は令和６年度から８年度を対象期間とします。
行政内部においては、この間の実施計画など

を通じた事業の具体化・予算化、組織編制等の
方針となります。

長期戦略に定めた都市像や未来のありたい姿等の実現に向けて定める実践計画です。



中期戦略策定に向けた個別分野ワークショップの概要
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■目的
①9つの戦略分野ごとの「9年後のありたい姿」に至るため仮説・ステップ
「ロジックモデル」の全体像共有
②事務事業等によって最初に起こる変化「初期アウトカム」の情報収集・共有

■ワークショップ実施の狙い
政策検討への市民等の参画
① 市民・事業者・関係団体等の視点や考え方を理解・共有、気付きを得る
② 行政単独ではなく、協働で施策を推進するための関係構築、機運醸成

■参加者
市民・関係団体など取り組み・事務事業等への協働・協力・関係者 延べ47名
策定チーム員など市職員 延べ39名

■期間
令和5年4月27日・28日

5月8日・9日、6月1日
各分野2時間



【ありたい姿/インパクト】

この分野の９年後の目指す状態

①

① ② ③ ④ ⑤

【長期アウトカム】

ありたい姿を達成するために、実

現されていなければいけない変化

②

【中期アウトカム】

長期アウトカムを達成するために、

中間（第１期終了後から第２期中

期戦略期間）で実現されていなけ

ればいけない変化

③

【初期アウトカム】
施策・事業の実施により、受

益者に期待する短期的変化
※「施策」相当

④

【どう働きかける】

実施される取り組み・事務事業・

主体等

⑤

「もし～ならば、こうなるだろう」という仮説として、長期から初期
までの時間軸と必要な要素を体系的に図示化して検討

分解

分解

分解

分解

（例）
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施策体系検討のための仮説（ロジックモデル）



分野① パートナーシップ・子育て

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をする

【参考】主観指標：
子育てしやすいまちだと感じる市民の割合

ありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

一人ひとり
や家族の多
様性につい
ての理解の
もと、家庭
環境によら
ず子どもと
家族が応援
され、安心
して暮らせ
るまち

自身の家族
（パ―トナー
や子ども）を
持ちたい人が
増える

子どもと保護
者、家族に、
支援やサービ
スが必要な時
に届いている

家庭環境によ
らず、子ども
の現在と未来
に希望が持て
る

不妊治療、妊娠、出
産などを不安なく迎
えられる

家族の多様性につい
て、柔軟な理解が一
般に広がる

子育て家庭に、日常
生活での手助けがあ
る中で育児ができる

望む子育ての選択肢
が用意されている

貧困や生きづらさを
感じる子どもが減る

子どもの将来や、育
ちへ不安を感じる保
護者が減る

①子どもを持ちたいときや
乳幼児期に必要なことを知
り、発育・発達の支援を受
けられる

③子育て中に家事・育児な
どの生活における支援を受
けられる

④ライフスタイルに合う預
け先があることで、家庭で
子どもと過ごす時間がより
充実できる

⑤子ども・家庭へのきめ細
かな相談・支援がある

・妊娠前にアクセスする情報発信ツールづくり
・先輩ママ等との交流の場の確保
・マタニティタクシーを健診でも使えるように

・子育て体験（若い人向け）

・預かりサービスのお試し利用の推進（信頼感の醸成）
・子どもが通っていなくても行ける保育園（相談、遊び等）

・チャット相談の導入
・施設・サービスの使い方を動画で発信
・子育てギフト・家事支援
・父親と子どもをターゲットにしたイベント（育児勉強会等）

・訪問支援（家事支援・育児支援）
・ひとり親の休業支援
・児童養護施設・ショートステイの確保
・児童発達支援放課後等児童デイサービスの充実

・遊べる場所の充実（歩いて行ける、普段と違う遊びができる）
・休憩できる場（喫茶・軽食）の充実（駅、公園、図書館等）
・つながりやすい環境づくり（イベント、情報発信）

②出会いや家族の形を知る
機会がある

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・情報の利用とフィードバック ・交流の場への参加 ・子育て体験・勉強会への参加

・協力するための継続的な対話 ・情報の利用とフィードバック ・支援サービスの上手な活用と発信

・支援サービスの上手な活用と発信 ・遊び場やイベントの上手な利用と発信 ・相談や見守り・支援の利用

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野② 学校教育・学びの環境

子どもたち
がワクワク
する学びを
自ら発見で
きるととも
に、友達や
関わる人た
ちと共感で
き、「塩尻
に帰ってき
たい」と思
う体験がで
きるまち

地域文化、英語、先
端技術、金融など生
活に求められること
が体験できる

子どもたちが
塩尻で育って
よかったと感
じる

個々の特性や、事情
に合った学習の選択
肢がある

学習継続や進学に前
向きになる

周りへの共感や、気
づきを得ることがで
きる

④学校外でも遊び、学び、
生活の場などの「居場所」
がある

自身がワクワクする
学びや将来の職業選
択に積極的になる

①「考える」「対話する」
「共感する」「触れる」
「活用する」学びの体験が
できる

⑤きめ細やかな支援による
平等な学習機会が提供され
る

③心身の成長を支える安全
安心な学校環境がある

効率的かつ効果的に
基礎学力が身につく

②企業との連携による働く
と学びの接続や、保護者、
学校外での連携による地域
全体の協力がある

子どもたちが
自分の将来に
希望が持て、
自己肯定感が
ある

好きや得意を伸ばす、
部活や習い事の機会
がある

【参考】主観指標：
将来の夢・目標を持っている子どもの割合

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・Core塩尻を活用してデジタル教育をおこなう
・教員負荷を抑えた楽しい授業の仕組みづくり

・学内外において、自己肯定感が高まる評価体制を整える
・成績だけではなく個性に焦点をあてた表彰制度などを設ける

・企業と協力しキャリア教育を行える体制づくり
・『進学』の意味を考える機会づくり

・『親になることの意味』を学ぶ機会づくり
・PTA活動に主体的に取り組める仕組みづくり
・地域に開かれた学内行事、イベントを企画する

・多様な学びの場がどこにあるのか情報の発信を行う
・公設カフェなど安全で自由な遊び場、学び場を設ける
・公民館、児童館を活用した不登校の子供たちの居場所づくり、
学び場づくり

・不登校の子どもでも学外学習を行う事で出席扱いにする仕組
みづくり

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・実践的にデジタル活用をしている社会人や講師が実践的な学びを提供する

・地域全体で子どもを育てる意識をもつ ・『働く現場』を子どもが学ぶ機会づくり

・部活の地域移行を地域接点として活用する

・学校、家庭、地域、その他の部門をつなげる地域の人や方法、場を育てる ・地域の学びの場としてシニア層が関わる

・不登校の子どもの相談相手となれる場を設け、そこに関わる

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野③ 伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

一人ひとり
が日常を離
れた活動を
通じ、自身
と次世代の
笑顔溢れる
豊かな生活
をつくり、
このことが
新たなつな
がりを生ん
でいるまち

次の世代に継承した
い文化・文化財が認
識されている

地域の歴史や文化に
地域内外から関心を
寄せる人が増える

スポーツ・運動に関
わる回数・時間が増
える

余暇活動が周りや知
り合いの役に立って
いると思える

④スポーツ・運動に触れ、
参加する・見る・支える場
所・機会が広がる

③「読む」を通じ新たな知
識に触れ、探索・体験する
機会がある

自主的に学び、試し、
活動する機会が得ら
れる

⑤文化財などが知られ、保
存されるとともに、他分野
と横断的につながり、相互
に知る機会が得られる

一人ひとりの
心身や暮らし
への充実感が
増す

参加や活動を
通じて仲間や
世代越えた繋
がりが増える

②文化芸術に触れ、活動す
る機会がある

①行事や文化活動で、新た
な発見や刺激が得られる機
会がある

【参考】主観指標：
自身は地域で役割を果たす活動的な一員で
あると思う市民の割合

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・『塩尻の文化価値・特徴』を子供たちや市民に伝えていく
・伝統、文化芸術、スポーツなどへの接点を増やし、学び、
試し、活動する機会をつくる
・子供の短歌フォーラムなど子供が参加しやすい文化スポー
ツイベントを行う

・伝統、文化芸術、スポーツなどに関する情報発信を数値化
するなど精度を高める
・図書館や出張図書館で、伝統、文化芸術、スポーツなどを
簡易に体験できる催しを行う

・「する」スポーツ以外に、「見る」「支える」スポーツ文
化の醸成を行う

・文化財はしっかりと守り、伝える努力を行う

ex)文化＆スポーツなど、分野を横断した取り組み

・『音楽イベントのある博物館』『高ボッチで短歌会』『平
出博物館でのスポーツイベント』など、掛け合わせることで
ワクワクを生む
・平出博物館・遺跡公園のフィールドを他の分野にも有効活
用できるようにする

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・文化活動を市民起点で企画し周りを巻き込む

・文化活動に積極的に参加し、実体験をもつ

・図書館閉館後の時間を市民活動の場とする

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野④ 地域経済・産業・観光・就労

塩尻に魅力
と価値を見
出す人たち
がつながり、
喜びと誇り
を持ちなが
ら働き、多
様で付加価
値の高い事
業・商品・
サービスを
支えている
まち

安定的に農業経営が
できる

商品・サービ
ス、そして地
域資源の魅力
が認識されて
いる

サービス業・商業で
の購入・消費で市内
循環が増える

製造業・情報通信・
運輸（工業）が生む
付加価値が伸びる

⑤体験・価値が発信され、交
流人口とのコミュニケーショ
ンが増える

夢を持てる魅力ある
仕事があり、生活で
きる収入を期待でき
る

①働くを通じて繋がりができ、
学び、成長・チャレンジする
機会がある

③経営・設備投資・立地につ
いて相談でき、資金・資本確
保につながる

働き方、仕事、キャ
リアを自分でデザイ
ンし、決めていける
（自己実現）

働く人が、働
きたい・住み
たい地域とし
て塩尻を選ん
でいる

観光による消費が拡
大する

付加価値の高
い商品やサー
ビスを提供す
る事業者・企
業が立地して
いる

ワイン・木曽漆器の
産地の魅力が増す

②天候等リスクや基盤施設の
負担を抑えることができると
ともに、新たな就農者や体験
者が住まいや機材等を確保で
できる

⑥ワイン、木曽漆器の特徴や
魅力の共通認識が出来ている

・塩尻を訪れる外国人のニーズ・旅行実態、情報入手経路をリ
サーチする

・ワイン産地としての認知度をあげる

・新規就農のハードルを下げてお試ししやすくする⇒農機具や資
材のシェアリングの仕組み／住まいの確保（業種別に住まいを用
意）／のれん分けの仕組み／→販路の支援

・気候変動による損害を防ぐ対策への支援策（農業）

・漆やワインの良さをわかる個人をターゲットとする

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・産学連携により「学ぶ」と「働く」をつなげて考えることので
きる仕組みがほしい
・『塩尻版キッザニア』のような遊びながら働くことを知る仕組
みが欲しい（小・中・高生）
・社会人ロールモデルと若者の出会いの場づくり

・『塩尻に来ると学びが多い』と感じられるしくみづくり

・調整区域が柔軟に活用できるように
・ICと工業地域が離れていたり、駅周辺に企業やホテルが少ない
などインフラ周りの改善

【参考】主観指標：
人並みの生活を手に入れていると思
う市民の割合

④駅前や業務地・商業地など
を起点に、サービスや人の集
まりや流れが増える

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・会社間での社員育成事例を共有する

・子供のころから『何かしらにチャレンジした』という体験をする

・半農半Xなど入口のバリエーションを多様にして農業関係市民を増やす

・外国人に向けた情報発信の強化 ・異分野でコラボ（ワイン×レタス×漆器）

・作り手や職人のストーリーをコンテンツ化・発信する

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野⑤ 環境・気候

生活や経済活
動で、エネル
ギーをはじめ
調達可能な未
活用資源が生
かされ始め、
生活の充実や
楽しみになっ
ているまち

自然と環境に
配慮した活動
が定着してい
る

④環境についての知識が増
え、環境負荷が見える化さ
れたり、活動を楽しめる仕
組みがあることで一歩アク
ションに踏み出している

豊かな自然環
境が維持され
ている

行政が率先して活動する
ことで、協働する組織・
事業所が増える（産業）

生活に必要な
エネルギーを
供給する社会
システムがで
き始める

未活用の再生可能エネル
ギーの活用や実証が増え
る（企業・個人）

環境に配慮した活動を行
う世帯が増える（民生）

再生可能エネルギーの地
域電力が活用され始めて
いる（近隣市町村との協
働）

③再生可能エネルギーのメ
リットが理解され、環境に
配慮した行動のための資
金・資本が確保できる

【参考】主観指標：
地域に自然と向き合う喜びがあると思う市民の割合

森林の多面的機能が維持
される ②森林の整備・管理、目に

する緑や景観、自然公園の
保全が進む

農村の多面的機能が維持
される

①農村・里山の管理が行き
届く

Impact Outcome Activity/Output

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・自然に触れる木育と連携する（フェスティバル）

・保全したい地域や場所をしっかり決めて守っていく

・コンポストによるゴミ減量の効果を見える化する

・既存建物の屋上へのソーラーパネル設置を進める

・農村・里山・森林保全の塩尻スタンダードを決めて関
心を持ってもらう、価値を知ってもらう

・エコライフの実践にはお金がかかるため、補助を出す

・ISO14001だけでなく、取得した企業がPRになるような
塩尻環境ライセンスをつくる

・設備投資の補助金など受け身な施策以外に、企業がや
る気になるメリットのある施策を行う

・環境への負荷が見える仕組みをつくり、関心を持って
もらう

・未利用資源をリストアップする

・エコライフ大賞などで好事例のPRをする

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・里山で遊ぶことが里山整備につながるので、里山の楽しさを発信する

・外来種の駆除を継続的に行う（一年やらないとゼロに戻ってしまう）

・コンポスト活用を楽しめる仕組みをつくり、地域や学校で進める ・企業による電気の域内消費を高める

・SNSでエコライフを発信/SNSで「＃あしもとから」のような活動を広げる ・大人が子供に学ぶ機会がある

・エコ活動をすると地域通貨でエコ商品を買える仕組みをつくる

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野⑥ 行政運営・協働参画・連繋

市民と市役
所がともに
「自分事」
で始める取
り組みが、
多様な人材
や組織をひ
きつけ、共
創が加速し
ているまち

職員が身近に感じら
れ、「繋がり・繋げ
る」が定着している

塩尻との関わ
りを増やした
いと思う市外
の人が増える

行政の窓口や手続
き・情報がオープン
でアクセス・相談が
増えている

自分も公益活動をは
じめる人・組織が増
える

【参考】主観指標：
行政は地域のことを真剣に考えていると
思う市民の割合

①活動している人や組織を
知る・知り合う機会がある
ことで、自ら行動を始める
きっかけとなったり、活動
を続ける支援や仲間の手助
けがある。

活動を継続しやすい
仕組み・応援が得ら
れる

公益活動を継
続・拡げる市
内の人・組織
が増える

市役所・職員
との意見交換
や協働が増え
る

②住みよさや市の情報が市
民にわかりやすく伝わると
同時に、デジタル活用が進
みながらも、取り残されな
い手助けがある

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・相談できる先がどこなのか情報の発信を増やす
・『市民活動図鑑』のような一覧化情報
・知り合うためのフランクな場所づくり

・活動継続のための補助金の準備

・どのような情報が求められているのかニーズ調査
・デジタル情報のみでなくアナログ媒体の配布も

・いまの80代が困らない情報の発信を

・世代間交流が増える仕組みを作ることで、世代間の技術交流
（デジタル情報の使い方）が進む

・塩尻への関わりシロを明確にした募集
・口コミなど生きた情報に触れられる窓口
・気軽にお試し移住のできる仕組み

塩尻の特徴や望む姿、
解決したい課題が共
有される

関わる方法、ポジ
ションが選びやすく
なる

③職員が、困りごとや意見
を聞き、繋がり・繋げる行
動を重視している

④地域への関心ある人や、
塩尻に関わりある人へ欲し
い情報が届く仕組みにより、
新しい技術や世代を超えた
人と出会う機会が増える

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・潜在的な活動ニーズを持つ人が、行動を起こすきっかけになる方法づくり ・一緒に動ける仲間づくり

・やりたいと思う人が始められる仲間づくり ・ビジネス視点で考えることができる機会づくり

・高齢同年代のスマホインストラクター ・有線放送の補完的な活用

・eスポーツを子供が始め、高齢者も孫世代を通しデジタルへの関心を高める

・行政課題と市民課題がマッチすることで協働解決につながる ・先輩移住者の声を聴く機会を多く設ける

・移住者への情報提供と同時に、地域側への移住者情報の提供がほしい

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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長期
（9年）

中期

(3～6年)（9年）

ゆるやか
なつなが
りと、感
謝が循環
するお互
い様文化
で暮らし
を支え合
い、困り
ごとの解
決に寄り
添えるま
ち

②困っている人や「助
けて」の声を拾える相
談窓口や通報・連絡先
などが共有される

「助けて」が拾われ、支
援へつなげることが増え
る

堅苦しくなく話し合え、
さりげなく気に掛け合っ
ているお互いさま

の文化（信
頼関係や結
びつきで共
助・互助）
が醸成され
る

初期

(すぐ～1・2年)

①身近な生活の中で、
異なる世代などと知り
合う機会がある

話し合い、意思決定・準
備に参画する年代・人が
増える

自治会活動等を通じて、
信頼関係や結びつきが強
くなる

誰もが暮ら
しやすい地
域に向けて、
住民が参画
している

自主防災、防犯、衛生、
福祉連携など行政だけで
充足できない困りごとや
優先課題が認識される

③共通の困りごとや無
理なく協力したい人や
団体が共有される

困りごとと「お手伝い」
「手助け」の担い手がつな
がりやすくなる

行政

• サロンで起きていることを吸い上げる

• ＣＳＷ・支所・公民館・地区社協の連携強化／各所と
民生委員との連携

• 支所における福祉視点の強化

• 活動に参加したいと思っている人の活動の紹介

• 自治会活動、民生委員等のポジティブなイメージを発
信する

• 良い事例を共有する

• ＮＰＯ、ボランティアなどの活動支援。団体と地域の
困りごと等をつなげる支援

• 訪問活動等の時間を確保する

• 公民館での地域づくり講座の開催

• 福祉有償サービスのサポーターの確保・育成をする

• 自治会等の活動の優先順位の整理の支援
• 行政からの依頼事項の優先度整理

• 個別課題を踏まえた地域支援の実施

【参考】主観指標：
近所の方に感謝することが多いと
感じる市民の割合

④話し合いの場ができ
ることで、活動に参
加・協力する人が増え
る

Impact

どう変わる

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・区長、CSW、支所、公民館、民生委員等の各所の要の人たち同士の話し合いの場づくり

・公民館での地域づくり講座に参加する ・自治会活動、民生委員等への理解を深める

・ＮＰＯ、ボランティア団体が活動する ・地域で解決できそうなことを考えるマインドの醸成

・自治会等での地域の福祉課題に関心をもてる場づくり（福祉の優先順位をあげる）

分野⑦ 地域社会、支え合い（共助・互助） ※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野⑧ 医療・介護・保健・福祉（公的サービス）

一人ひとり
が健康や老
い等に向き
合い、自ら
の心身の健
康を守るこ
とや周りに
対してでき
ることを考
えた活動に
よって、日
常生活を自
立して送る
ことができ
るまち

活動を支える人やボ
ランティアが増える

気兼ねなく
過ごせる居
場所で暮ら
せることで、
自己肯定感
が増す

適切な（合理的）配
慮がされた場所が増
える

心理的に健康な人が
増える

自身の健康や幸せへ
の自覚・守り（自
助）ができる人が増
える

②健康や体力を維持す
るための運動や知識習
得の機会がある

個別の生活・サービ
ス活用プランが出来
る

①医療・介護・福祉に
関わる人材が増えると
ともに、緊急時や地域
の医療が確保される

④自分らしい過ごし方
や悩みを相談できる先
がある

医療や介護、福祉
サービスが必要に応
じ受けられる

⑤障がいについての知
識や関わりが増える

健康で自立
した生活で
きる期間が
延びる

身体的に健康な人が
増える

③健康診断や感染症予
防を行う人が増える

【参考】主観指標：
日々の生活において笑うことが多いと思う
市民の割合

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）

中期
(3～6年)（9年） 行政

・在宅医療の現状を医師が正確に認識する仕組み
・歩いて行ける範囲に医療機関がある、もしくは高齢者でもアク
セスしやすい環境づくり

・訪問診療往診医の増加施策

・相談しやすい行政相談窓口が必要

・検診の受けやすい環境をつくる
・全項目の検診ではなく、項目を分割することで部分的にでも検
診を行えるようにする

・中高年に向けた福祉教育（親世代、自身の将来に向けた）を行
う
・障がいのある方もそうでない方も気軽に過ごせる居場所づくり

・高齢者でも取り組みやすいスポーツの大会などを企画する

①医療・介護・福祉に
関わる人材が増えると
ともに、緊急時や地域
の医療が確保される

市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・潜在的な活動ニーズを持つ人が行動を起こすきっかけになる方法づくり ・一緒に動ける仲間づくり

・健康維持のためラジオ体操、モルック、ヒップホップダンス、eスポーツ、健康マージャンなど

・検診もできる、市民の集える場を官民共同で作る ・ご近所同士のきずなや他人への関心を持つ

・自分がどう過ごしていきたいか考える場所がある

・人の役に立てる場所がある ・地域プライベートナースをつくる

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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分野⑨ 防災・インフラ・まちづくり

安定した都
市インフラ
の上で、ま
ちで活動し
たくなる仕
掛けが充実
するととも
に、災害等
から生活を
守り、いち
早く日常を
取り戻す備
えができて
いるまち

上下水道の機能が維
持されるとともに、
持続的な経営の見通
しが確保される

災害への備え
が共有され、
災害時に適切
に行動できる
状態になって
いる 災害リスクが市民・地

域に理解され、避難行
動や消防団など事前の
防災活動が増えている

公園や道路・橋梁な
どが整い、日常的生
活・活動の利便が保
たれる

⑤災害に備えるインフラ・
建物などが計画的に整備・
維持・更新されるとともに、
ハザードマップの作成や、
訓練など防災の取り組みが
増える

③道路・橋梁・公園等が計
画的に整備や維持・更新さ
れる

②立地に合わせた土地や施
設・建物活用の相談先があ
り、空き家や住居の情報が
円滑に共有される

学生、高齢者、観光
客等の安全で多様な
移動手段が用意され
ている

魅力的な活動
を誘発する仕
掛けが充実し
ている

都市インフラ
が適切に維
持・管理され
ている

④上下水道施設が計画的に
整備や維持・更新される

【参考】主観指標：
・暮らしている地域の街並みが自分の好み
に合っていると思う市民の割合
・いざという時に助け合える雰囲気が地域
にあると思う市民の割合

①公共交通の利便性や、交
通の安全性が高い

インフラや建物・施
設が災害時も機能し、
防災情報が共有され
る

空き家や空き地・空
き店舗等が魅力的に
活用されていく

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政

・バスなどの移動時に本数が多い、乗り場が近いサービス
を提供
・目的の場に直接行けるサービス

・空き家の届け出制度など最新の情報を正確にとれるよう
な情報のルール化
・遊休資産活用の相談窓口が必要
・地区ごとにエリアマネジメントを実施し、各地区のグラ
ンドデザインを策定する
・市街化調整区域の規制緩和に取り組んでほしい

・5m道路など生活道路の整備
・シニアカーで通れる歩道の整備

・要配慮者の把握ができている
・防災組織化が整っている

・更新、維持すべきものの判断を
（この判断基準によってインフラを維持するか否かの見極
めにもつながる）

※赤字は部課等の確認を経た修正

※黄色塗りつぶしがワークショップで出た意見
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市民・企業・関係団体等との協働・共創について出た意見

・公共交通の時刻、乗り継ぎ情報が分かりやすい方法で提供される

・空き家片付け隊の組織をつくる ・空き家活用のプレイヤーが多いという塩尻の特徴を生かす

・コーディネーターに定年以降の人材を活用 ・土地情報を持っている士業との連携を行う

・地域のきずなが深まることでご近所さんの状況が把握できる ・地元の消防団が活発になる



第六次総合計画　政策・施策体系（令和５年８月時点）

都市像 基本戦略 戦略分野 ありたい姿

１－１ 子どもを持ちたいときや乳幼児期に必要なことを知り、発育・発達の支援を受けられる

１－２ 出会いや家族の形を知る機会がある

１－３ 子育て中に家事・育児などの生活における支援を受けられる

１－４ ライフスタイルに合う預け先があることで、家庭で子どもと過ごす時間がより充実できる

１－５ 子ども・家庭へのきめ細かな相談・支援がある

２－１ 「考える」「対話する」「共感する」「触れる」「活用する」学びの体験ができる

２－２ 企業との連携による働くと学びの接続や、保護者、学校外での連携による地域全体の協力がある

２－３ 心身の成長を支える安全安心な学校環境がある

２－４ 学校外でも遊び、学び、生活の場などの「居場所」がある

２－５ きめ細やかな支援による平等な学習機会が提供される

３－１ 行事や文化活動で、新たな発見や刺激が得られる機会がある

３－２ 文化芸術に触れ、活動する機会がある

３－３ 「読む」を通じ新たな知識に触れ、探索・体験する機会がある

３－４ スポーツ・運動に触れ、参加する・見る・支える場所・機会が広がる

３－５ 文化財などが知られ、保存されるとともに、他分野と横断的につながり、相互に知る機会が得られる

４－１ 働くを通じて繋がりができ、学び、成長・チャレンジする機会がある

４－２ 天候等リスクや基盤施設の負担を抑えることができるとともに、新たな就農者や体験者が住まいや機材等を確保でできる

４－３ 経営・設備投資・立地について相談でき、資金・資本確保につながる

４－４ 駅前や業務地・商業地などを起点に、サービスや人の集まりや流れが増える

４－５ 体験・価値が発信され、交流人口とのコミュニケーションが増える

４－６ ワイン、木曽漆器の特徴や魅力の共通認識が出来ている

５－１ 農村・里山の管理が行き届く

５－２ 森林の整備・管理、目にする緑や景観、自然公園の保全が進む

５－３ 再生可能エネルギーのメリットが理解され、環境に配慮した行動のための資金・資本が確保できる

５－４ 環境についての知識が増え、環境負荷が見える化されたり、活動を楽しめる仕組みがあることで一歩アクションに踏み出している

６－１ 活動している人や組織を知る・知り合う機会があることで、自ら行動を始めるきっかけとなったり、活動を続ける支援や仲間の手助けがある

６－２ 住みよさや市の情報が市民にわかりやすく伝わると同時に、デジタル活用が進みながらも、取り残されない手助けがある

６－３ 職員が、困りごとや意見を聞き、繋がり・繋げる行動を重視している

６－４ 地域への関心ある人や、塩尻に関わりある人へ欲しい情報が届く仕組みにより、新しい技術や世代を超えた人と出会う機会が増える

７－１ 身近な生活の中で、異なる世代などと知り合う機会がある

７－２ 困っている人や「助けて」の声を拾える相談窓口や通報・連絡先などが共有される

７－３ 共通の困りごとや無理なく協力したい人や団体が共有される

７－４ 話し合いの場ができることで、活動に参加・協力する人が増える

８－１ 医療・介護・福祉に関わる人材が増えるとともに、緊急時や地域の医療が確保される

８－２ 健康や体力を維持するための運動や知識習得の機会がある

８－３ 健康診断や感染症予防を行う人が増える

８－４ 自分らしい過ごし方や悩みを相談できる先がある

８－５ 障がいについての知識や関わりが増える

９－１ 公共交通の利便性や、交通の安全性が高い

９－２ 立地に合わせた土地や施設・建物活用の相談先があり、空き家や住居の情報が円滑に共有される

９－３ 道路・橋梁・公園等が計画的に整備や維持・更新される

９－４ 上下水道施設が計画的に整備や維持・更新される

９－５ 災害に備えるインフラ・建物などが計画的に整備・維持・更新されるとともに、ハザードマップの作成や、訓練など防災の取り組みが増える

９

まちづくり・防災・インフラ

安定した都市インフラの上で、まちで活動した

くなる仕掛けが充実するとともに、災害等から

生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えがで

きているまち

Ｃ

安心共生

ー

田

園

都

市

し

お

じ

り

ー

多

彩

な

暮

ら

し

、

叶

え

る

ま

ち

。

４

地域経済・産業・観光・就労

塩尻に魅力と価値を見出す人たちがつながり、

喜びと誇りを持ちながら働き、多様で付加価値

の高い事業・商品・サービスを支えているまち

５

環境・気候

生活や経済活動で、エネルギーをはじめ調達可

能な未活用資源が生かされ始め、生活の充実や

楽しみになっているまち

６

協働参画・連繋・行政運営

市民と市役所がともに「自分事」で始める取り

組みが、多様な人材や組織をひきつけ、共創が

加速しているまち

Ｂ

共創循環

３

伝統・文化芸術・

スポーツ・生涯学習

一人ひとりが日常を離れた活動を通じ、自身と

次世代の笑顔溢れる豊かな生活をつくり、この

ことが新たなつながりを生んでいるまち

Ａ

未来共育

７

地域社会・支え合い

（共助・互助）

ゆるやかなつながりと、感謝が循環するお互い

様文化で暮らしを支え合い、困りごとの解決に

寄り添えるまち

８

医療・介護・保健・福祉

（公的サービス）

一人ひとりが健康や老い等に向き合い、自らの

心身の健康を守ることや周りに対してできるこ

とを考えた活動によって、日常生活を自立して

送ることができるまち

第１期(R6～R8)中期戦略　施策　　　

１

パートナーシップ・子育て

一人ひとりや家族の多様性についての理解のも

と、家庭環境によらず子どもと家族が応援さ

れ、安心して暮らせるまち

２

学校教育・学びの環境

子どもたちがワクワクする学びを自ら発見でき

るとともに、友達や関わる人たちと共感でき、

「塩尻に帰ってきたい」と思う体験ができるま

ち
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中期戦略施策－想定される事務事業　一覧　＜基本戦略Ａ＞

※事務事業は現時点における想定であり、今後の3カ年の実施計画及び令和6年度予算編成にて定まっていきます。

基本
戦略

Ａ　未来共育 基本
戦略

Ａ　未来共育 基本
戦略

Ａ　未来共育

戦略分野１　（パートナーシップ・子育て） 戦略分野２　（学校教育・学びの環境） 戦略分野３　（伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習）

施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名

母子健診事業 ソフト 健康づくり課 小学校英語活動サポート事業 ソフト 教育総務課 生涯学習支援事業 ソフト 社会教育スポーツ課

母子相談支援事業 ソフト 健康づくり課 教育センター情報教育推進費 ソフト 教育総務課 公民館事業 ソフト 社会教育スポーツ課

未熟児養育医療給付事業 ソフト 健康づくり課 情報教育推進費（小中学校） ソフト 教育総務課 公民館分館施設整備事業 ハード 社会教育スポーツ課

出産・子育て安心ネットワーク事業 ソフト 健康づくり課 教育振興諸経費（小中学校） ソフト 教育総務課 総合文化センター管理事業（施設改修） ハード 社会教育スポーツ課

天使のゆりかご支援事業 ソフト 健康づくり課 ＧＩＧＡスクール推進事業（小中学校） ソフト 教育総務課 全国短歌フォーラム事業 ソフト 社会教育スポーツ課

（新規）出産・子育て応援給付金事業（伴走型子育て支援） ソフト 健康づくり課 地域連携教育推進事業 ソフト 教育総務課 芸術文化事業 ソフト 社会教育スポーツ課

（検討）少子化対策・若者支援 ソフト 企画課 特色ある教育活動事業（小中学校） ソフト 教育総務課 文化会館運営事業 ソフト 社会教育スポーツ課

（検討）結婚支援 ソフト 秘書広報課 給食運営事業諸経費（小中学校） ソフト 教育総務課 文化会館改修事業 ハード 社会教育スポーツ課

男女共同参画事業 ソフト 社会教育スポーツ課 学校給食レシピ公開事業 ソフト 教育総務課 図書館サービス基盤整備事業 ソフト 図書館

（検討）パートナーシップ推進 ソフト 社会教育スポーツ課 トイレ改修事業（小学校） ハード 教育総務課 本の寺子屋推進事業 ソフト 図書館

子育て支援センター事業 ソフト こども課 長寿命化改良事業（小中学校） ハード 教育総務課 市民読書活動推進事業 ソフト 図書館

ファミリーサポートセンター事業 ソフト こども課 貯水設備改善事業（小中学校） ハード 教育総務課 図書館事業諸経費 ソフト 図書館

こども広場事業 ソフト こども課 給食付帯設備等改修事業（小中学校） ハード 教育総務課 市民スポーツ振興事業 ソフト 社会教育スポーツ課

保育所運営費 ソフト こども課 照明設備ＬＥＤ化事業（小中学校） ハード 教育総務課 競技力向上事業 ソフト 社会教育スポーツ課

給食運営費 ソフト こども課 消防設備等改善事業（小中学校） ハード 教育総務課 体育施設管理運営事業 ソフト 社会教育スポーツ課

育児支援推進事業 ソフト こども課 青少年育成事業 ソフト 社会教育スポーツ課 総合体育館運営事業 ソフト 社会教育スポーツ課

民間保育所支援事業 ソフト こども課 児童館・児童クラブ運営費 ソフト 教育総務課 健康スポーツ推進事業 ソフト 社会教育スポーツ課

保育補助員設置事業 ソフト こども課 放課後キッズクラブ運営費 ソフト 教育総務課 体育施設整備事業 ハード 社会教育スポーツ課

にぎやか家庭応援事業 ソフト こども課 児童館大規模修繕事業 ハード 教育総務課 重伝建整備事業 ハード 文化財課

私立幼稚園支援補助金 ソフト こども課 部活動地域移行推進事業 ソフト 教育総務課 楢川地区文化施設運営事業 ソフト 文化財課

日の出保育園増築事業 ハード こども課 教育相談研究事業 ソフト 教育総務課 短歌館運営事業 ソフト 文化財課

保育園大規模修繕事業 ハード こども課 奨学資金貸与事業 ソフト 教育総務課 自然博物館運営事業 ソフト 文化財課

（検討）保育無償化拡大・家庭保育支援 ソフト こども課 教育振興扶助費（小中学校） ソフト 教育総務課 文化財管理事業 ソフト 文化財課

福祉医療費給付金事業 ソフト 福祉課 高等学校等振興事業 ソフト 教育総務課 平出遺跡公園事業 ソフト 平出博物館

元気っ子応援事業 ソフト 家庭支援課 まなびサポート事業 ソフト 家庭支援課 埋蔵文化財保護事業 ソフト 平出博物館

ひとり親家庭福祉推進事業 ソフト 家庭支援課 平出博物館運営事業 ソフト 平出博物館

児童扶養手当支給事業 ソフト 家庭支援課 新平出博物館整備事業 ハード 平出博物館

家庭支援推進事業 ソフト 家庭支援課 本洗馬歴史の里運営事業 ソフト 平出博物館

こどもの未来応援事業 ソフト 家庭支援課 古田晁記念館諸経費（施設改修） ハード 図書館

若者相談事業 ソフト 家庭支援課

３－１

３－２

３－３

３－４

３－５

２－１

２－２

２－３

２－４

２－５

１－４

１－２

１－５

１－３

１－１
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中期戦略施策－想定される事務事業　一覧　＜基本戦略B＞

※事務事業は現時点における想定であり、今後の3カ年の実施計画及び令和6年度予算編成にて定まっていきます。

基本
戦略

Ｂ　共創循環 基本
戦略

Ｂ　共創循環 基本
戦略

Ｂ　共創循環

戦略分野４　（地域経済・産業・観光・就労） 戦略分野５　（環境・気候） 戦略分野６　（行政運営・協働参画・連繋）

施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名

シビックイノベーション推進事業 ソフト 先端産業振興室 農業公社運営事業 ソフト 農林課 協働のまちづくり推進事業 ソフト 市民交流センター

塩尻型テレワークモデル確立・展開事業 ソフト 先端産業振興室 農作物自給率向上事業 ソフト 農林課 市民交流センター交流企画事業 ソフト 市民交流センター

創業支援事業 ソフト 産業政策課 土地改良事業（多面的機能支払交付金） ソフト 農林課 市民交流センター管理諸経費（施設改修） ハード 市民交流センター

ＵＩＪターン促進事業（IT事業者居住補助） ソフト 産業政策課 中山間地域等直接支払事業 ソフト 農林課 定住促進事業 ソフト 秘書広報課

ＵＩＪターン促進事業（UIJ補助、奨学金） ソフト 産業政策課 農地流動化促進事業 ソフト 農業委員会事務局 広報広聴事業（広報） ソフト 秘書広報課

雇用対策事業（HW、就労定着負担金） ソフト 産業政策課 自然環境保全事業 ソフト 生活環境課 広報広聴事業（広聴活動） ソフト 秘書広報課

雇用対策事業（人材確保支援事業） ソフト 産業政策課 森林再生林業振興事業 ソフト 農林課 住民情報等電算システム管理事業 ソフト デジタル戦略課

有害鳥獣駆除対策事業 ソフト 農林課 治山林道事業 ハード 農林課 行政DX推進事業 ソフト デジタル戦略課

農業経営体育成支援事業 ソフト 農林課 林業被害対策事業 ソフト 農林課 地域産品ブランド化事業（内部コミュニケーション） ソフト 観光課

ぶどうの郷づくり等推進事業 ソフト 農林課 森林活用推進事業 ソフト 農林課 法制執務費 ソフト 総務人事課

園芸産地基盤強化等促進事業 ソフト 農林課 ゼロカーボン推進事業 ソフト 生活環境課 人材育成事業 ソフト 総務人事課

土地改良事業 ハード 農林課 環境管理システム推進事業 ソフト 生活環境課 財産管理事務諸経費 ソフト 公マネ課

国営県営農業農村基盤整備事業負担金事業 ハード 農林課 （仮）省エネルギー投資促進事業 ソフト 生活環境課・産業政策課 行政評価・改革推進事業 ソフト 企画課

土地改良施設維持管理適正化事業 ハード 農林課 木質バイオマス地域循環システム形成事業 ソフト 農林課 統計調査諸経費 ソフト 企画課

ため池耐震化事業 ハード 農林課 環境教育推進事業 ソフト 生活環境課 新規事業開発プロセス構築事業 ソフト 企画課

地域企業経営革新プロジェクト推進事業 ソフト 産業政策課 資源リサイクル推進事業 ソフト 生活環境課 庁内DX推進事業 ソフト デジタル戦略課

中小企業融資あっせん事業 ソフト 産業政策課 県産木材住宅普及促進事業 ソフト 建築住宅課 ふるさと寄附金事業 ソフト 秘書広報課

商工団体活動支援事業 ソフト 産業政策課 シティプロモーション事業（外部） ソフト 秘書広報課

企業立地推進事業 ソフト 産業政策課 シビックイノベーション推進事業（関係人口創出事業） ソフト 先端産業振興室

野村桔梗ヶ原土地区画整理事業 ハード 都市計画課 地域産品ブランド化事業（外部コミュニケーション） ソフト 観光課

地域ＤＸ推進事業 ソフト 先端産業振興室

商業地活性化事業 ソフト 産業政策課

商業地活性化事業（大門駐車場設備改修） ハード 産業政策課

ウイングロード管理事業（ソフト事業） ソフト 都市計画課

ウイングロード管理事業（ハード事業） ハード 都市計画課

観光振興事業 ソフト 観光課

広域観光推進事業 ソフト 観光課

観光施設整備事業 ソフト 観光課

ワイン産業振興事業 ソフト 産業政策課

木曽漆器振興事業 ソフト 産業政策課

木曽漆器振興事業（施設改修） ハード 産業政策課

農業再生推進事業 ソフト 農林課

４－５

４－６

５－２

５－３

５－４

４－４

６－１

６－２

６－３

６－４

４－１

４－２

４－３

５－１
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中期戦略施策－想定される事務事業　一覧　＜基本戦略C＞

※事務事業は現時点における想定であり、今後の3カ年の実施計画及び令和6年度予算編成にて定まっていきます。

基本
戦略

Ｃ　安心共生 基本
戦略

Ｃ　安心共生 基本
戦略

Ｃ　安心共生

戦略分野７　（地域社会・支え合い） 戦略分野８　（医療・介護・保健・福祉（公助）） 戦略分野９　（防災・インフラ・まちづくり）

施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名 施策 想定される事務事業名 種別 主管課名

ふれあいセンター洗馬運営費 ソフト 福祉課 高齢者等生活支援事業 ソフト 長寿課 塩尻型ＭａａＳ構築事業 ソフト 先端産業振興室

ふれあいセンター広丘運営費 ソフト 福祉課 介護人材確保促進事業（介護特会） ソフト 長寿課 交通安全施設整備事業 ハード 建設課

ふれあいセンター東部運営費 ソフト 福祉課 地域医療推進事業 ソフト 健康づくり課 輸送対策事業 ソフト 都市計画課

（仮）民生児童委員等活動支援 ソフト 福祉課 医学生奨学資金貸付 ソフト 教育総務課 交通安全対策事業諸経費 ソフト 都市計画課

（仮）ＣＳＷ委託 ソフト 福祉課 介護予防・日常生活支援総合事業（介護特会） ソフト 長寿課 都市計画総務事務諸経費（地区計画策定） ソフト 都市計画課

地域福祉推進事業 ソフト 福祉課 食育推進事業 ソフト 健康づくり課 都市緑化推進事業 ソフト 都市計画課

生活困窮者自立支援事業 ソフト 福祉課 健康づくり支援事業 ソフト 健康づくり課 空き家対策事業 ソフト 建築住宅課

（仮）公民館連繋 ソフト 地域づくり課 生活習慣病予防・重症化予防事業 ソフト 健康づくり課 市営住宅管理維持補修費 ハード 建築住宅課

（仮）社会福祉協議会連携 ソフト 地域づくり課 予防対策事務諸経費 ソフト 健康づくり課 廃棄物等収集運搬処理事業 ソフト 生活環境課

（仮）市民活動団体連携 ソフト 地域づくり課 特定健康診査等事務諸経費（国保特会） ソフト 健康づくり課 斎場施設維持整備費 ハード 生活環境課

生活支援事業（地域包括ケアシステム推進事業） ソフト 長寿課 後期高齢者等保健対策事業 ソフト 健康づくり課 霊園管理諸経費 ハード 生活環境課

地域活性化プラットフォーム事業 ソフト 地域づくり課 歯科保健事業 ソフト 健康づくり課 除雪対策事業 ソフト 建設課

コミュニティ活動支援事業 ソフト 地域づくり課 健康増進事業 ソフト 健康づくり課 道路等維持事業（排水路整備） ハード 建設課

（仮）自治会負担軽減事業 ソフト 地域づくり課 感染症予防等対策費 ソフト 健康づくり課 道路等維持事業（ソフト事業） ソフト 建設課

家庭介護者支援事業 ソフト 長寿課 道路等維持事業（道路維持） ハード 建設課

認知症総合支援事業（介護特会） ソフト 長寿課 道路等維持事業（舗装修繕） ハード 建設課

精神保健事業 ソフト 健康づくり課 道路施設長寿命化改修事業 ハード 建設課

地域生活支援事業 ソフト 福祉課 歩道整備事業 ハード 建設課

障がい者生活支援事業 ソフト 福祉課 幹線道路整備事業 ハード 建設課

公園等管理諸経費 ソフト 都市計画課

公園施設長寿命化改修事業 ハード 都市計画課

小坂田公園再整備事業 ハード 都市計画課

都市計画道路整備事業 ハード 都市計画課

上西条浄水場再構築事業 ハード 上水道課

浄水施設整備事業 ハード 上水道課

配水施設整備事業 ハード 上水道課

水道料金等徴収業務委託事業 ソフト 上水道課

下水道施設耐震化等推進事業 ハード 下水道課

下水道汚水管路整備事業 ハード 下水道課

農業集落排水統合事業 ハード 下水道課

防災防犯諸経費 ソフト 危機管理課

防災施設・設備等整備事業（ソフト事業） ソフト 危機管理課

防災施設・設備等整備事業（ハード事業） ハード 危機管理課

広域消防負担金 ソフト 危機管理課

消防団諸経費 ソフト 危機管理課

消防施設整備費（ソフト事業） ソフト 危機管理課

消防施設整備費（ハード事業） ハード 危機管理課

耐震対策等事業 ソフト 建築住宅課

９－４

９－５

８－３

８－５

９－１

９－２

９－３８－４

７－１

７－２

７－３

７－４

８－１

８－２
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